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（1890b, 1890c, 1890d, 1891）。父正路は梅所と号
し（1881a），「素と土井家に仕へて漢学に達し家柄
も中等以上に位せり」という存在であった 10)。正路

















































































































明治 8（1875）年 4 月であったというのである。起
















































































































た皇国地誌編纂事業を明治 17（1884）年 7 月に至
って突如打ち切り，新たに大日本国誌の編纂プロジ
ェクトを立ち上げた（島津 2002: 98-99）。河井庫太














































































































































































12 月より 23（1890）年 6 月まで農商務省地質局次
長の地位にあった（地質調査所 1907: 37）。また原





























































































































































のなのである。和田は“it is probable that Fuji has 
been built up over granite”と記し（Wada 1882: 
37），また邦文でも「富士全山ハ花崗岩ヲ以テ組成
セラレタリトスルモ大過ナカルヘキヲ信スルナリ」



































































72 巻の同じ内容が記載されている（第 2 表）。とこ
ろが，『大日本府県志』の初回配本となった巻一～巻



















































































































































































明治 24（1891）年 4 月 14 日付で河井庫太郎は東京










































りて償を求めたるなり」（学海日録研究会  1991: 
270）とまで書いている。事態は狐と狸の化かし合
いのような様相を呈してきたが，『郵便報知新聞』に































は明治 23（1890）年 2 月 14 日のことであったとい
う 58)。これが事実ならば，河井の犯行は『大日本府



















































































































い。河井は明治 23（1890）年 5～6 月の時点で，い
まだ自らの著作の巻末で「近刻」として多数の書名






































ある（宮武 1941: 287）。河井の事件発覚から 2 年後
の明治 26（1893）年 4 月に，政府の地誌編纂事業
は中断され，二度と再開されなかった。文部大臣井



















近藤（2001, 2002, 2003, 2004, 2005），島津（2002, 2004a, 










4）ホームページの URL は http://www.city.agano.niigata. 
jp/togo_museum/である。 
5）河井のテクストからの引用は，第 1 表の左端の刊行年に





















9）『東京朝日新聞』明治 24 年 3 月 27 日。 
10）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 17 日。 
11）『東京朝日新聞』明治 24 年 3 月 27 日。 
12） 東京大学史料編纂所所蔵（内務省地理局文書 A-008）。 
13）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 17 日。 
14）ちなみに明治 2（1869）年頃には，河井庫太郎の故郷
である下総古河に英語教師が招かれ，英語の教授が行わ





















治 20（1887）年の欄に記載がある（1889d: 11(9), 26）。 
17）『東京朝日新聞』明治 24 年 11 月 6 日。 
18）河井鏻蔵は，前述の『明治三年諸課役員士族等名面』
において，「学校」の「助読」の欄に「現米拾壱石」とし





















学日本史略』の 3 冊が掲載されている（東京地学協会 










26）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 17 日。 
27）河井が任官した八等属の月給は，明治 15（1882）年 8
月の時点で 20 円であった（彦根 1882b: 7 丁表）。 
28）河井は，明治 15（1882）年 9 月 29 日の東京地学協会














31）ちなみに河田の月給は明治 15（1882）年 8 月の時点
で 50 円であり（彦根 1882b: 29 丁裏），これは河井が任




34）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 17 日。 
35）「明治廿二年十月二十日印刷」の『改正官員録 甲』で
は，内務省地理局地誌課の欄に「七等 河井庫太郎 東京」
（彦根 1889a: 23 丁裏）と記されているが，「明治廿二
年十一月二十日印刷」の『改正官員録 甲』には，その名
はみられない（彦根 1889b）。 
36）『東京朝日新聞』明治 24 年 3 月 27 日。 
37）『東京地学協会報告』11-1，1889，1 頁。来会者の肩書
は明治 22（1889）年 4 月当時のものであり，これに関し



















45）『東京朝日新聞』明治 24 年 11 月 6 日。 

















51）後の 6 名は，小宮三保松・渡邊 融・鈴木安襄・大藤正
義・河井鏻蔵・田原秀毅である（1891: 1-2）。 
52）『東京朝日新聞』明治 24年 3月 27日，同年 3月 28日。 
53）『東京朝日新聞』明治 24 年 4 月 1 日。同新聞によれば，
河井庫太郎は「悪事露顕に及びしと聞」き，明治 24（1891）
河井庫太郎と未完の『大日本府県志』 52 






55）『東京朝日新聞』明治 24 年 11 月 5 日。 
56）『郵便報知新聞』明治 25 年 7 月 13 日。 
57）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 17 日。 
58）『東京朝日新聞』明治 24 年 3 月 28 日。 
59）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 12 日。 
60）『東京朝日新聞』明治 24 年 7 月 14 日。 
61）ここでの「近刻」とは，『穀及毛類降下表』（1890b）
および『明治庚寅年災異予論』（1890c）が刊行された，
明治 23（1890）年 5～6 月の時点でのものである。そこ
では，第 1 表に掲げたもの以外に，「富士山志（一冊）」
および「大日本府県志（七十二巻 冊数大約二百冊）」が
挙げられている（1890b: 8, 1890c: 20）。ちなみに，後者
の初回配本は同年 10 月と考えられる（Ⅳ章参照）。また
前者に関しては，河井の「地学協会ニ於テ演述及編述目
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大日本国誌 第十二巻 三河 二百二十一冊（采集材料） 










第 2 表 『大日本府県志』の全巻構成の変遷 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
a)『穀及毛類降下表』（1890b）および『明治庚寅年災異予論』（1890c）による 
1. 総国 2. 東京府  3. 京都府  4. 大阪府  5. 神奈川県  6. 兵庫県  7. 長崎県  8. 新潟県  9. 埼玉県  10. 千葉県  11. 
茨城県  12. 群馬県   13. 栃木県  14. 奈良県  15. 三重県  16. 愛知県  17. 静岡県  18. 山梨県  19. 滋賀県  20. 岐
阜県  21. 長野県  22. 宮城県  23. 福島県  24. 岩手県  25. 青森県  26. 山形県  27. 秋田県  28. 福井県  29. 石川県  
30. 富山県  31. 鳥取県  32. 島根県  33. 岡山県  34. 広島県  35. 山口県  36. 和歌山県  37. 徳島県  38. 香川県  39. 
愛媛県  40. 高知県  41. 福岡県  42. 大分県  43. 佐賀県  44. 熊本県  45. 宮崎県  46. 鹿児島県  47. 沖縄県  48. 北
海道  49. 日本地名種類  50. 都府沿革  51. 国府沿革  52. 地理沿革年表 明治前  53. 地理沿革年表 明治後  54. 地誌  
55. 地図  56. 地理学者  57. 天変 附気象  58. 大風雨洪水  59. 大雪霜 附雹露  60. 大雷震  61. 大地震 附土地崩潰  
62. 土地涌出及陥没  63. 火山破裂  64. 火災  65. 飢饉  66. 炎旱  67. 蝗蟲 附鼠  68. 疫疾  69. 人怪  70. 漂流  71. 
俚諺 附俗謡  72. 雑事 
b)『大日本府県志 巻一～巻四』（1890d）による 
1.  総国  2. 日本地名種類  3. 都府沿革  4. 国府沿革  5. 地理沿革年表 明治前  6. 地理沿革年表 明治後  7. 地誌  8. 
地図  9. 地理学者  10. 天変 附気象  11. 大風雨洪水  12. 大雪霜 附雹露  13. 大雷震  14. 地震 附土地崩潰  15. 土地
涌出及陥没  16. 火山破裂  17. 人怪  18. 動植物怪異  19. 飢饉  20. 炎旱  21. 蝗蟲 附鼠  22. 疫疾  23. 火炎  24. 
漂流  25. 俚諺 附俗謡  26. 雑事  27. 東京府  28. 京都府  29. 大阪府  30. 神奈川県  31. 兵庫県  32. 長崎県  33. 
新潟県  34. 埼玉県  35. 千葉県  36. 茨城県  37. 群馬県   38. 栃木県  39. 奈良県  40. 三重県  41. 愛知県  42. 静
岡県  43. 山梨県  44. 滋賀県  45. 岐阜県  46. 長野県  47. 宮城県  48. 福島県  49. 岩手県  50. 青森県  51. 山形県  
52. 秋田県  53. 福井県  54. 石川県  55. 富山県  56. 鳥取県  57. 島根県  58. 岡山県  59. 広島県  60. 山口県  61. 
和歌山県  62. 徳島県  63. 香川県  64. 愛媛県  65. 高知県  66. 福岡県  67. 大分県  68. 佐賀県  69. 熊本県  70. 宮
崎県  71. 鹿児島県  72. 沖縄県  73. 北海道  74. 名邑 75. 山嶽 76. 島嶼 77. 暗礁 78. 原野 79. 森林 80. 岬角 
81. 海峡 82. 河渠 83. 瀑布 84. 鉱泉 85. 湖沼 86. 潮流 87. 橋梁 88. 海洋 89. 五港及特別輸出港 90. 港湾 
91. 山陵 92. 離宮 93. 公園 94. 官国幣社 95. 府県社 96. 神社 97. 本寺格寺院 98. 寺院 99. 銀行 100. 諸会社 
101. 諸製造所 102. 風土病 103. 事物起原表 104. 戸口沿革 105. 古道考 106. 国道 107. 府県道 108. 延喜式駅
次考 109. 製暦沿革 110. 面積周囲等比較表 111. 諸国石高累年比較 112. 国郡町村数累年比較 113. 人種 114. 人物 
115. 樹木 116. 花卉 117. 菌類 118. 竹類 119. 鉱物 120. 獣類 121. 鳥類 122. 米穀 123. 野菜 124. 蟲類 


























































第 2 図 「地理萬業母」の揮毫 
出典：本文を参照のこと。 
 
 
